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ますように,私たちにも不安になって来た点 もLぁjh 本当にKondoeffeclも -






岡さんの方法とは本質的にちがうのだと言われているようです . 私たちも} こ








いる所が あることが分 bまして､やはbちが う方法かもしれないと思い始めた
ところです｡それならばJとOのとき非常によ(似た結果が得 られたのは単な






lo 私たちの方法では interaciion隼 8+q~,a-q+というspirTtflip
の項がな くても同 じような答が得 られます｡このことは最近deGennesか ら
彼の所の学生が指摘 したとい う手蔵が来ましたが､明らかにKondoJeffect
の _酔 amicai･な性質とはちが うもののように思います｡
.20 impuritySpinが Ⅰ でな く､一般のSのときは､私たちの計算では




します し､20 については何 らかの方法で近似をよくすれば~Sはな くなるであ























にな ります ｡ このような状態は私たちの考えたものと非常によく似て居 れ や
は り上にあげた 10,20の欠点をもっておb､実際にはフェルミ面は くずれてい
るでしょうから､上のような議論はそのままは成立せず､近似をあげて行けば
lo,写Oの欠点昼な(なって行 くだろうというのが芳田さんの推潮です｡ どうも
推測ばか Dで恐縮なんですが､革も基底状態のpicture と-して披割合真実に
近いも0.とい う気が して'いるわけですo
甚だ雑なことばかbですが､これで一応のお答とさせて薫きます｡
